
 

ミクロ経済学 

１．消費者行動理論①：一般的な２財モデル 

(1) 予算制約線 

（Ｍ：所得,ＰＸ：Ｘ財の価格,Ｘ：Ｘ財の消費量,ＰＹ：Ｙ財の価格,Ｙ：Ｙ財の消費量） 
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(2) 効用最大化条件 

効用最大化：無差別曲線と予算制約線が接する点Ｅで２財の消費を決定する。

＊ 効用最大化条件：限界代替率ＭＲＳ＝価格比

＊ 限界代替率 MRS 

ある状態からＸ財の消費量を１つ増やしたときに、効用を一定に維持するために、

どれくらいＹ財の消費量を減らさなければならないかを表す。

＊ 無差別曲線は右上にあるほど高い効用を表すことに注意しよう。

Ⅲ 重要論点総整理（過去問を利用して復習しよう!!） 
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＊ 過去問にチャレンジ H28 年度 第 15 問 

ある個人が限られた所得を有しており、財X1と財X2を購入することができる。下

図には、同一の所得にもとづいて、実線の予算制約線 A と破線の予算制約線 B とが

描かれている。また、予算制約線 A と点 E で接する無差別曲線と、予算制約線 B と

点 F で接する無差別曲線も描かれている。下図に関する記述として、最も適切なも

のを下記の解答群から選べ。 

財Ｘ2の量

予算制約線Ａ

Ｅ

Ｆ

予算制約線Ｂ

財Ｘ1の量

〔解答群〕 

ア 等しい所得の下で予算制約線が描かれているので、点Ｅと点Ｆから得られる効

用水準は等しい。 

イ 予算制約線Ａと予算制約線Ｂを比較すると、予算制約線Ｂの方が、財 X2の価格

が高いことを示している。 

ウ 予算制約線Ａと予算制約線Ｂを比較すると、予算制約線Ｂの方が、実質所得が

高いことを示している。 

エ 予算制約線Ａと予算制約線Ｂを比較すると、両財の相対価格が異なることが示

されている。 



【解答】エ 

【解説】 

財Ｘ2の量

予算制約線Ａ

Ｅ

Ｆ

予算制約線Ｂ

財Ｘ1の量

ア 適切でない。 無差別曲線は通常は右上に位置するものほど効用が高いから、

Ｅ点の方がＦ点よりも効用が高い。 

イ 適切でない。 財Ｘ２の価格Ｐ２は共通である。 

ウ 適切でない。 予算制約線Ａは、予算制約線Ｂよりも傾きが緩やかである。こ

こで、Ｐ２は等しいため、Ｐ１については、Ａの方がＢよりも低いことにな

る。また、価格が低下すると実質所得は増加する。そのため、実質所得は

予算制約線Ａの方が高いことになる。 

エ 適切である。 予算制約線Ａと予算制約線Ｂは、傾きが異なるので、相対価格

は異なっている。 

よって、エが正解となる。 



＊ 過去問にチャレンジＨ28 第 16 問 

いま、ある合理的個人が、限られた所得の下で２つの財（Ｘ，Ｙ）を需要する状

況を考える。２つの財の需要量は、それぞれＤｘおよびＤＹと表記し、財Ｘの価格を

ＰＸと表記する。 

下図は、予算制約線１と無差別曲線１が点Ａで接する状況から、他の条件を一定

としてＰＸのみが下落し、予算制約線２と無差別曲線２が点Ｂで接する状況へと変

化した様子を描いたものである。この図に関する記述として、最も適切なものの組

み合わせを下記の解答群から選べ。 

ａ 財Ｙの価格を一定としてＰＸが下落したとき、代替効果でＤＸが増加した。同時

に、ＰＸの下落は、所得効果によってＤＸを減少させた。上図では、代替効果より

も所得効果が大きいため、財Ｘはギッフェン財の性質を示している 

ｂ 財Ｙの価格を一定としてＰＸが下落したとき、代替効果でＤＸが増加した。同時

に、ＰＸの下落は、所得効果によってもＤＸを増加させた。上図では、代替効果と

所得効果がともにＤＸを増加させていることから、財Ｘはギッフェン財の性質を示

している。 

ｃ 財Ｙの価格を一定としてＰＸが下落したとき、ＤＹが増加した。これは、財Ｙが

財Ｘの粗代替財であることを示している。 

ｄ 財Ｙの価格を一定としてＰＸが下落したとき、ＤＹが増加した。これは、財Ｙが

財Ｘの粗補完財であることを示している。 

財Ｙの需要量

財Ｘの需要量

予算制約線 1

予算制約線 2

無差別曲線 1

無差別曲線 2

Ａ

Ｂ



〔解答群〕 

ア ａとｃ 

イ ａとｄ 

ウ ｂとｃ 

エ ｂとｄ 



【解答】イ 

【解説】 

ａ 適切である。 ギッフェン財とは、価格が下落したときに需要量が減少する財

のことである。ギッフェン財は下級財の特殊なケースであり、所得効果に

よりＤＸが極めて大きく減少する。このため代替効果ではＤＸは増加するが、

所得効果によるＤＸの減少分の方が代替効果によるＤＸの増加分よりも大き

いために価格効果（全部効果、総合効果：点Ａから点Ｂへの変化にあらわ

れた効果）ではＤＸが減少するとされる。 

ｂ 適切でない。 財Ｘの価格が下落したとき、ギッフェン財では所得効果はＤＸが

減少するはずである。よって、所得効果の記述が適切でない。 

ｃ 適切でない。 粗代替財は需要の交差弾力性ＥＹＸの符号が正になる財である。

つまり、 

需要の交差弾力性ＥＹＸ＝
Ｘ財価格の変化率

Ｙ財需要量の変化率
＞０（←粗代替財の場合） 

となる。図より、Ｘ財価格が低下しているときにＹ財需要量が増加してい

ることがわかる。したがって、需要の交差弾力性の符号は負（ＥＹＸ＜０）

となり粗代替財ではないことがわかる。 

ｄ 適切である。 粗補完財の需要の交差弾力性ＥＹＸの符号が負になる財である。 

需要の交差弾力性ＥＹＸ＝
Ｘ財価格の変化率

Ｙ財需要量の変化率
＜０（←粗補完財の場合） 

肢ｃの説明にあるように、需要の交差弾力性の符号は負（ＥＹＸ＜０）であ

るから、本肢は妥当である。 

よって、aとｄが適切であり、イが正解である。 

 財Ｙの需要量

財Ｘの需要量

予算制約線 1

予算制約線 2

無差別曲線 1

無差別曲線 2

Ａ

Ｂ

ギッフェン財
代替効果

所得効果

 



２．消費者行動理論②：異時点間の最適消費 

～家計は今年（今期）と来年（来期）の消費をどのように決定するか？～ 

 

（参考）割引現在価値の計算 （利子率ｒを５％とする） 

現在の 100 万円  ⇒ １年後は？？？  ⇒ （１＋0.05）×100 万円＝105 万円 

 

１年後の 100 万円 ⇒ 現在価値は？？？ ⇒      
)05.0(1

100


万円
 

つまり，１＋利子率ｒで割れば貨幣の現在価値を計算することができる。 

 

１．予算制約式（来年の所得 Y１，来年の消費 C１は１＋利子率で割る!!） 
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両辺に（１＋ｒ）を掛ける。 

   

（１＋ｒ）Ｙ０＋Ｙ１          ＝    （１＋ｒ）Ｃ０＋Ｃ１ 

 

 Ｃ１＝～に修正する。 

 

＊ Ｃ１＝－（１＋ｒ）Ｃ０＋（１＋ｒ）Ｙ０＋Ｙ１  

                       ・・・２期間を通じた予算制約式 

２期間の予算（所得）の合計 ２期間の消費の合計 ＝ 



 来期の消費Ｃ１ 

今期の消費Ｃ０ 

MRS 

Ｕ 

０ 

Ｅ 

Ｃ０
＊ 

Ｃ１
＊ 

－（１＋ｒ）

最適消費!! 

２．最適消費の決定 

⇒ 無差別曲線と予算制約線の接点 

        ：Ｃ１＝－（１＋ｒ）Ｃ０＋（１＋ｒ）Ｙ０＋Ｙ１ 

 

最適消費の決定条件 ： 限界代替率 MRS＝（１＋ｒ） 

 

＊ 限界代替率 MRS 

  ある状態から今期の消費を１単位（例：１万円）増やしたときに，効用を一定に

維持するためにはどれくらい(何万円)来期の消費を減らさなければならないかを表

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



３．利子率の変化と異時点間の最適消費～代替効果と所得効果～ 

〔利子率ｒの上昇〕（例）r＝１％ ⇒ r＝２％ 

（代替効果）損得勘定で考えよう！！ 

 利子率ｒが上昇したのだから、今期の消費Ｃ０は控えて貯蓄を増加させよう。 

⇒ 今期の消費Ｃ０の減少，貯蓄Ｓの増加 

 

（所得効果）損得勘定を抜きにして好きなことをしよう！！ 

 利子率ｒが上昇し利子収入が増え、生活が豊かになったのだから、今期にたくさん

消費をして、貯蓄を減らしてしまおう。 

⇒ 今期の消費Ｃ０の増加，貯蓄Ｓの減少 

 

価格効果（総合効果，全部効果）＝代替効果 ＋ 所得効果 

（ケース１） 代替効果 ＞ 所得効果 ⇒ 貯蓄の増加 

 

（ケース２） 代替効果 ＜ 所得効果 ⇒ 貯蓄の減少 

 



＊ 代替効果と所得効果を図解しよう！！ 

・予算制約式：Ｃ１＝－（１＋ｒ）Ｃ０＋（１＋ｒ）Ｙ０＋Ｙ１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①利子率上昇前：均衡点Ｅ１  

 

②利子率上昇後 

・代替効果：Ｅ１ ⇒ Ｅ´      ⇒ 今期の消費は減少する。 

（傾きの変化に着目!!） 

 

・所得効果：Ｅ´ ⇒ Ｅ２，Ｅ２´   ⇒ 今期の消費は増加する。 

（平行シフトに着目!!） 

 

（タイプ１）代替効果 ＞ 所得効果 ⇒ Ｅ２ 

 

（タイプ２）代替効果 ＜ 所得効果 ⇒ Ｅ２´ 

 

 来期の消費Ｃ１ 

今期の消費Ｃ0 
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